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当金庫の機構改正・体制整備（概要）について 
 
当金庫では 4月から新たな経営戦略である「経営安定化計画」をスタートしております。 
同計画は，①農林水産業を基盤とする協同組織金融機関として，農林水産業への貢献をより強化し，

系統信用事業の発展に寄与すること，②強固な財務基盤を構築し，会員への安定的な収益還元を実現

すること，の 2点を柱として，平成 21年度～24年度の 4ヵ年にわたって当金庫が取り組むべき事項
を定めております。 
このうち，協同組織中央機関としての一層の機能発揮に向けて，下記の機構改正・体制整備を通じ

て，同計画を着実に進めてまいります。 
 

記 
 
1 「農林水産環境事業部」の設置 

(1) 農林水産金融について，これまで以上に会員に対する金融サービスおよび事業サポート機能
を充実していくことに加えて，農林水産事業者向け金融サービス，投融資の拡充，農林水産・

商工連携のサポートなどの業務領域拡大に取り組むこととし，「農林水産環境事業部」を新設

します。 
 

(2) この取組みの中核として，会員系統組織と一般企業との間を機動的に活動し，農林水産事業
者の発展支援に取組む「エコ・フードビジネス推進室」を同部内に新設します。 

 
2 農林水産業融資担当者・JA等への職員派遣の増強 

(1) 当金庫は，これまで本支店に約 150 名の農林水産業融資担当者を配置しておりましたが，こ
れを約 200名程度に増員します。 

 

(2) また，JA・信農連・当金庫の一体性を一層高め，JAバンク全体としての事業運営の強化を目
的として，当金庫から JA・信農連への職員派遣を増強します。規模としては 4年間で 50名程
度を想定しており，今回その第一弾として職員派遣を実施します。 

 
3 「JAバンク・ブロックアドバイザーチーム」の設置 

(1) JAにおける信用事業をサポートし，リテール事業推進力を強化する目的で，全国を複数のブ
ロックに分けたうえで，各ブロックに「ブロックアドバイザーチーム」を設置します。今回そ

の第一弾として，中国地区（岡山支店）に「ブロックアドバイザーチーム」を設置します。 
 
(2) これに併せて，本店における JAバンク本部機能の強化に向け，関係部の再編を行うこととし，

「JAバンク経営指導部」・「JAバンク企画推進部」を新設します。 
 

以 上 
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